
平
成
二
十
三
年
度
熊
本
県
日

中
協
会
総
会
は
七
月
六
日
、
熊

本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
地
階
の

芍
薬
の
間
で
、
七
十
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

柏
木
明
会
長
が
「
今
年
は
辛

亥
革
命
百
周
年
で
す
。
孫
文
の

革
命
を
支
え
た
荒
尾
市
出
身
の

宮
崎
滔
天
と
の
深
い
友
情
は
協

会
設
立
の
趣
旨
で
も
あ
り
、
記

念
し
た
企
画
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
県
知
事
代
理
の
兵
谷

芳
康
副
知
事
、
駐
福
岡
中
国
総

領
事
館
の
白
涛
領
事
が
そ
れ
ぞ

れ
「
互
い
の
交
流
を
一
層
深
め

ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
、

米
満
弘
之
常
任
理
事
の
議
長
で

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
、

決
算
、
監
査
の
各
報
告
、
平
成

二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
、
収

支
予
算
（
案
）
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
米
満
弘
之

常
任
理
事
の
副
会
長
昇
格
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
会
員
、
今
年
度

の
行
事
紹
介
が
あ
り
、
閉
会
し

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
引
き
続
き

同
会
場
に
て
、
石
原
進
九
州
観

光
推
進
機
構
会
長
（
九
州
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
）
が
「
九
州
の
観
光
戦
略
」

と
題
し
て
講
演
。
今
後
の
九
州

観
光
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
熱

く
語
り
ま
し
た
。
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平成23年度

①
日
中
交
流
の
推
進
事
業

②
会
報
の
発
行

③
会
員
の
拡
大
と
協
会
運
営
活
動
の
充
実

④
交
流
事
業
の
開
催

⑤
辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業
の
開
催

⑥
第
30
回
熊
本
春
節
祝
賀
会
の
開
催

⑦
中
国
文
化
の
紹
介
活
動

⑧
熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等

対
策
協
議
会
へ
の
協
力

な
ど

今年度の事業計画

孫
文
先
生
の
足
跡
を
訪
ね
て

10
月
16
日(
日)

荒
尾
市
の
宮
崎
兄

弟
資
料
館
な
ど
、
孫
文
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行

孫
文
顕
彰
訪
中
団
（
仮
称
）

11
月
11
日(

金)

～
13
日(

日)

中
国
南
京
の
中
山
陵
や
孫
文
記
念
館

を
見
学
す
る
訪
中
団
を
計
画
中

平成２３年度総会会場

辛
亥
革
命
百
周
年
記
念
事
業

日
中
保
健
・
医
療
・
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
月
15
日(

土)

熊
本
県
と
友
好
提
携
し
て
い
る
広
西
壮
族
自
治
区
、
熊
本
市

の
友
好
姉
妹
都
市
の
同
自
治
区
内
桂
林
市
か
ら
訪
日
団
を
受
け
入
れ
、
医
療
・

福
祉
・
保
健
・
看
護
・
漢
方
の
分
野
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

※
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
日
中
協
会
も
参
加

し
て
、
麻
花
（
マ
ー
フ
ァ
）

と
い
う
中
国
菓
子
の
販
売

や
辛
亥
革
命
の
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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韓
国
、
中
国
か
ら
の
観
光
客

が
激
減
。
（
原
発
事
故
で
）

「
日
本
中
が
放
射
能
汚
染
」
と

い
う
印
象
が
強
く
、
払
し
ょ
く

が
急
務
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
中
国
は
急
上
昇
。

中
国
人
の
海
外
旅
行
者
は
昨
年

一
年
間
で
三
千
万
人
を
超
え
て

お
り
、
原
発
事
故
は
観
光
事
業

に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
る
。

観
光
の
課
題
は
①
お
も
て
な

し
が
重
要
で
②
情
報
の
発
信
や

③
空
港
の
整
備
④
旅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
必
要
。

九
州
観
光
推
進
機
構
は
九
州

ア
ジ
ア
観
光
戦
略
特
区
を
設
け
、

①
東
ア
ジ
ア
の
日
常
的
な
安
・

近
・
短
観
光
特
区
②
東
ア
ジ
ア

の
治
療
健
診
療
養
特
区
な
ど
展

開
し
た
い
。

ま
た
孫
文
と
九
州
の
タ
イ
ト

ル
で
、
海
外
か
ら
観
光
客
を
呼

び
込
む
な
ど
、
観
光
素
材
の
発

掘
が
必
要
だ
。

熊
本
で
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
資
源
の

棚
卸
し
で
、
熊
本
城
、
水
の
都
、

阿
蘇
の
自
然
、
歴
史
、
街
並
み
、

食
と
水
な
ど
、
情
報
の
提
供
を

ど
う
や
っ
て
い
く
か
が
課
題
。

た
と
え
ば
観
光
列
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
名
物
の
辛
子

レ
ン
コ
ン
や
馬
肉
売
り
込
み
な

ど
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
水
あ
か
り

は
最
高
。
坪
井
川
と
熊
本
城
を

舞
台
に
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
て
お
り
、

今
後
伸
ば
し
て
欲
し
い
。

熱く語る
石原進氏

講
演
の
後
は
、
花
菖
蒲
の
間

に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
・
新
役
員
の
皆
様

や
、
昨
年
末
に
ご
結
婚
さ
れ
た

ば
か
り
の
九
州
日
中
民
間
文
化

交
流
協
会
の
張
晶
会
長
の
ス
ピ
ー

チ
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
は
和

気
藹
々
と
料
理
と
歓
談
を
楽
し

み
ま
し
た
。

総
会
後
の

懇

親

会

当
協
会
第
二
代
会
長

の
澤
田
一
精
元
県
知

事
の
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト

懇親会場

西田田鶴子さん 鬼海洋一さん 竹地勝治さん 上坂知剛さん長尾和治さん

荒牧邦三常任理事

（株式会社熊日会館社長）

村上博喜理事・運営委員

（株式会社暖社長）

米満弘之副会長

（熊本機能病院理事長）張晶先生と奥様の松下文さん

放射能検査
はじめました！

安全で安心のある暮らしのお手伝いをいたします！

〒860-0811 熊本市本荘3-2-19／ＴＥＬ：096-366-9372／ＦＡＸ：096-366-9377

水道水・環境水・食品の細菌及び理化学・残留農薬検査など

厚生労働大臣・熊本県知事登録検査機関



今
年
５
月
９
日
か
ら
、
桂
林

市
口
腔
病
院
の
汪
海
峰
先
生
が

熊
本
大
学
の
研
修
医
と
し
て
来

日
、
伊
東
歯
科
口
腔
病
院
や
熊

大
病
院
歯
科
口
腔
外
科
な
ど
で

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
研
修
事
業
は
、
伊
東
歯

科
の
伊
東
隆
利
院
長(

熊
本
県

日
中
協
会
常
任
理
事)

と
、
昨

年
４
月
に
来
日
さ
れ
た
桂
林
歯

科
病
院
の
帳
偉
一
院
長
、
熊
大

大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
の
魏

長
年
准
教
授
の
共
同
企
画
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。

汪
先
生
は
７
月
９
日
ま
で
、

伊
東
歯
科
で
口
腔
外
科
、
歯
周

病
、
歯
科
矯
正
な
ど
の
研
修
を

受
け
、
外
来
治
療
や
技
工
室
を

見
学
、
特
に
、
外
科
的
顎
矯
正

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
興
味
を
持

た
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
大
病
院
歯
科
口

腔
外
科
、
熊
大
大
学
院
生
命
科

学
研
究
部
で
も
研
修
、
ま
た
、

合
間
を
縫
っ
て
、
県
知
事
、
県

歯
科
医
師
会
会
長
、
県
日
中
協

会
会
長
、
市
歯
科
医
師
会
会
長

を
表
敬
訪
問
、
各
種
交
流
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
日
中
交
流
活

動
も
行
い
、
７
月
25
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

「
汪
先
生
は
と
て
も
気
さ
く

な
性
格
で
、
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

と
も
直
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し

た
」
と
伊
東
歯
科
の
関
係
者
も
、

楽
し
く
有
意
義
な
交
流
が
で
き

た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

伊
東
隆
利
院
長
は
、
平
成
２

年
か
ら
、
中
国
広
西
壮
族
自
治

区
と
の
歯
科
医
療
交
流
を
開
始
、

平
成
４
年
に
は
熊
本
―
広
西
歯

科
医
療
交
流
協
会
を
設
立
。
以

後
、
同
自
治
区
と
の
歯
科
医
療

交
流
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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ジィアン ハ イ シ ラ オ ダ ラ ー

（生姜はやはり古いのが辛い）

亀の甲より年の功

中国辛亥革命の指導者である孫文は、

熊本県を二度訪れたことがあります。

辛亥革命１００周年を記念して、かつ

て孫文が訪れた地を巡る日帰りバス旅行

です。中国からの訪日団の皆さんとの昼

食交流会も開催します。

お問い合せ、お申し込みは協会事務局

まで（096-356-4847）

←
伊
東
歯
科
で
講
演
中

の
汪
海
峰
先
生

↓
手
術
を
見
学
す
る
汪

先
生
（
中
央
）

汪海峰先生(左)と伊東隆利院長



北
京
か
ら
東
北
へ
二
百
三
十

㌔
。
途
中
の
広
大
な
穀
倉
地
帯

貯
水
池
を
抜
け
る
と
、
美
し
い

街
並
み
が
現
れ
る
。

清
の
康
熙
帝
が
一
七
〇
三
年

に
造
営
開
始
し
、
乾
隆
五
七
年

ま
で
九
十
年
の
歳
月
を
費
や
し

た
。避

暑
山
荘
は
満
、
漢
、
チ
ベ
ッ

ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ウ
イ
グ
ル
の

五
民
族
の
融
和
と
団
結
を
目
指

し
て
造
ら
れ
、
標
高
五
百
㍍
で

夏
は
涼
し
く
、
皇
帝
た
ち
は
一

年
の
半
分
を
こ
こ
で
朝
政
を
執
っ

た
。
山
荘
の
周
り
は
万
里
の
長

城
の
よ
う
な
城
壁
が
め
ぐ
り
、

歩
い
て
一
周
で
き
る
。

避
暑
山
荘
の
建
設
と
前
後
し

て
、
背
後
に
造
ら
れ
た
外
八
廟

の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院
群
。

中
で
も
普
陀
宗
乗
之
廟
大
紅
台

は
チ
ベ
ッ
ト
の
ポ

タ
ラ
宮
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら

「
小
ポ
タ
ラ
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
に

世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

（
随
時
掲
載
）
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世界遺産の旅

避暑山荘と周辺の仏寺

上部が通称『小ポタラ宮』

金 山 島

普 寧 寺

芝径雲堤

大乗之閣の千眼千手観音像

辛
亥
革
命
か
ら
今
年
が

百
周
年
。
孫
文
の
革
命
を

支
え
た
宮
崎
滔
天
の
出
身

地
・
荒
尾
市
で
は
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

県
日
中
協
会
で
も
独
自

の
企
画
や
同
市
の
協
力
な

ど
を
も
ら
っ
た
記
念
催
事

を
計
画
中
で
す
。

現
在
、
熊
日
朝
刊
に
辛

亥
革
命
と
滔
天
の
特
集
が

毎
週
金
曜
日
、
文
化
欄
に

掲
載
中
で
す
。

柏
木
会
長
が
熊
日
の
伊

豆
社
長
に
掲
載
の
お
願
い

を
し
た
経
緯
が
あ
り
、
実

現
し
ま
し
た
。

記
者
が
特
集
班
を
組
み
、

充
実
し
た
紙
面
と
な
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
方
も
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

小
串

照
彦
）

編
集
後
記


